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中世史家とアメリガ西部

岡 田 泰 男
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宁尾野先生め「古代中世择済史J の—義を伺ったのは， もはや 1 0年ほど以前のことである。 当 

時，先 生 は 「国王自由人学説J に興味を持っておられたので、，講義の大半はこの問迦に費やされた 

が， ローマ時代や中世の農具や癦耕法にっいてのお話も伺った記憶がある。時として，小 1 時間あ 

まりも黒板にむかったまま， ラテン語を書きつらねて説明を加え 'てゆかれる授業ぶりが，印象的で 

あった。その後，私はアメリ力経済史， とぐにァメリ力西部の歴史を専攻とするようになったため , 
日常，親しくしていただきながらも , 先生の御専門とは，V、ききが縁遠くなぅてしまった。

アメリカ史とヨーロッパ中世とのつながりは,当のアメリカ人達によっずも，ほとんど認識され 

ていないようである。これは，ある意味では当鉉のことといえる。アメリガに移住したヨーロッパ 

人にとって，そこは，まさに新世界であった。かのクレヴクールにとって， ヨーロッパ人とは異な 

る 「プ ノ リカ人とは何か」が関心の的であった。 とくに，広大な西部の土地の存在が， アメリカの 

特殊性を強調せしめることとなった。ェマスンの「アリゲニ山脈まではヨ一ロッパの延長である。 

そこを越えて初めて真のアメリ力があるJ どいう言_ や， ブライスの「西部はアメリカ国内で最も 

明瞭にアメリ力的な部分と呼ぶことができるJ という立言をひくまでもあるまい。.
もちろん， I9 埤紀末に至り， ヨーロッパで教育を受けた， アメリカ初の本格的,職業的歴灾家 

達が， ヨーロッパとアメリ1力とのつながりを強調したことほ承 -実でもる。 ハーバー• ト’ • バクスタ 

一 . アダムズが , アメリ力のあらゆる制度の根源を , ' ヨーロッパ中世の内部に求めたことは，Germ 
Theoryの名と共に , 皮く知られている。 しかし，かかる学説に叛旗をひるがえしたターナ一の「フ 

ロンティア学説」は，歴史家のみならず一般人の思考にも多大の影響を与えた。 さらに， アメリカ 

史学界を支配してきたニュ一 • イングランド史学は， ピューリタh ズ入 ,とぐにヨ一ロッパ中世■を 

杏矩するものとしての， ピューリタソの伝統を強調した。かくして，今日，夏の休煆に3 一 ロッパ 

の名所旧蹟を訪れるアメリ力の学生や高校女教師にとって，中世の古诚や教会は，あくまでも r i3
76 ( i  150) ^―-—
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一口ツパの文化遗産」であって，彼等自身のものではないのである。

ヨーロッパ中世は，それでは， アメリカにとって全く無関係な布在であろうか。ある見方をすれ 

ば， アメリカは，近代ヨーロッパの諸国家よりも， a  — ロッパ中世に近いともいえる。初期のイギ 

リスからの移民の中には， スチュア一ト朝による中央集権への努力に反抗して， アメリ力へ移卬し 

た者も多かった。中世の遣産として多元的統治は， ヨーロッパ近代国家によって否矩されたが，独 

立したアメリカ合衆国の政治形態のs 調は，まさに多元主義であった。 ヨーロッパの国家が宗教ま 

でをその支配下に収めたのに対し， アメリカにおい文は政教分離が基本方針とされた。 しかし， ア 

メリ力における中世の遺産は，むしろ庶民の生活の中においてこそ見られだ。アメリカに移住した 

ヨーロッバ人の大部分は/ 農民もしくは手工業者セあり，彼等の技術なり生活様式なりは， ヨーロ 

ッパ中世の伝統をひくものだったからである。 .
すでに述べた如く， アメリカ西部は最もアメリカ的な場所と考えられている。 しかし， ヨ一ロッ 

パ中世の遺產が最も重要な意義を持ったのは，西部フロンティアめ開拓民の生活においてであづた。 

事実，西部開拓はヨ“ ロッパ中世め大開墾に , 土地投機業者はドィッ宽方植民における ‘ロ力ト.-ル 

に比較U得る , と考えられなくもない。以下， ブメリ力の中世史家リソ • ホヮイト*ジゴニアの論 

文（Lyim White, Jr., “The. Legacy of the Middle Ages in the Amei-ican Wild West,? S^eculnvu XL (1965), 
191- 202) を紹介し , 西部開拓民の生活の中で， ヨーロッパ中世の遗產がいかに生きていたかを述べ 

ょぅ。 .
. . . . . . \ .. ... . ■ ; , ■ ■

' . E  .. . ' . . . .

1. ■ . 、 • -
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まず，開拓民がいかなる家屋を建てたかを考えてみよう。開拓民の家といえば丸太小屋を思い浮 

かべるのが普通であって， ジェイムズタウンの植民者であろうと， プリマスに着いたピルグリム •
フア—ザ —ズであろうと, 丸太小屋に住んでいたと考えられ勝ちである。 しかし，事实はそうでは 

ない。イギリスからの移住者が建てたのは，故国と同様に，角辞と板を使用した家屋であり，中世‘ 
後期の住居のたてこんだ都市に觅られる如き /  2 階が突き出した家であった。 r メリ力に丸太小屋 

をもたらしたのは，デラウェア • ベイ {匕到着したスェ‘ デンからの移住若であっズ，それが彼等の 

故国での中世以来の建築様式だったからである。 しかも, かがる建築様式は/ 異なる伝統を持つ他 

の植民地には，なかなか普及しなかった。18世紀に人って , ドイツとスイスからめ| 住杏が，スエ 

一デンのものとはいぐぶん異なる， しかし中世以来の丸太小屋様式を中部植辱:地に導入した。 よう 

やく I8世紀末になって，スコッチ . アイリッシュの移民が , かかる様式め模倣を始め，彼等がフロ 

ンティア開拓の尖兵となったという.辦情から , 丸太小屋が,開拓民の典型的家屋となるに翌ったの
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明らかなことは，アメリ力へ移住したヨーロッパ人達が，故国とは異なる環境め下においても，

従来の習似や生活様式を捨てきれなかったという事実である。真の独創性はまれにしか見られず，

フロンティアの開拓民がおこなったことは，せいぜい， さまざまな中世以来の伝統的核式の中から

好適なものを選択し，改良を加えた程度であった。 ところで， ヨーロッパ中世が古代の伝統をひき

ついでいることは事実であるが，開拓民がうけついだものの大部分は，中世に起源をもつ技術であ

り，生活様式であった。 この点は強調すべき点であって，かりに開拓民がローマの技術しが持ちあ

わさなかづたとすれば， マロンティア0 開拓は，はるかに困難になった:と考えられる。

例えば陸上交通の手段について考えてみよう。鉄道開通以前，河川交通の便のない地域において，’
隍路の運送手段がいかに重要であったかは，いうまでもない。 ロ一マ人が使用した , 牛に9 け る 引 ，

き見は俊秀なものであったが，彼等は牛を縦につなぐことはしながった。一方,馬やラバにつける

引き見は極めて不完全なものであった。その結果， ローマの荷事は小型かっ軽量な:ものであづた。

2 輪 の 她 m や， 4 輪 の ？)i/en伙 你 は ，いずれもブーチ型の幌を持っており，一見， アメリ
. . . . . .  '  ' ■ -

力西部の幌馬車を思わせるが，実態は大いに異なってV、た。西 部 「プレ*-リ 一 ;*スク“ ナ广」 と

呼ばれる幌馬車は牛にひかせることもあったが，馬にひかせる方が好まれた。多ぐの人と重い荷物, , ： ...
を運べるという点で， 12世紀の馬車は，• 西部の幌馬車の祖先といい得るが,それが完成されるまで 

には，思に审を引かせる上での3 猶類の発明が必要だった。それらはいずれも中世になって発明さ 

• れたものである。

第 1 の発明は , 今日われわれが知っているような馬具，すなわち内:側にパッドを当てた首馬具と， 

引き本とであって， ヨーロッパにおける最古の例は，紀元 8 0 0年頃め細密画に見出される。 この発 

明により，馬車で運送し得る荷物の量は，ローマ時代の馬具を使用する場合の4 蓓から 5 倍に増加し 

た。第 2 の発明は , 洳0 年代に出現した蹄鉄であり， これによって馬がより長い距離を走れるよう

になった。第 3 の発明は，上記の引き革を結びつける横木であり， 1077年以前に作製されたと考え
• ■ ■ . .. . . : ... •

ら れ る rベイュー壁掛け」the Bayeux T a pe s t r yに，その描写がある。，農耕馬の場合には,畑のう

ねが真っ政ぐである以上，かかる横木は不必聚であったかもしれないが，重い荷物を運ぶに当って* . . . .  - . . . . ,
は横木が必要である。弓丨き革が直接，荷車に結びつけられていぢとすれば，例えば左に曲る際には， 

荷蜇がすべて右伽の引き革にかかることとなり，引き革が切れて荷車が転倒する恐れギあった。左， 

右の引き本が横木の両端に結び付けられ，さらに横本の中心と猶とが結び付けられることによ I  
牽りj力のバランスがとれ，馬車の安全性が増大したわけである6 以上 3 種の発明によって,木型の 

荷馬屯が可能となったのであり，前述の如く，乜世紀の馬車は，基本的には西部の幌馬車と同型の. . . . . す ' . . . . . . .
ものであった。 . '
次に，主として旅溶用の駅馬車にっいて考えてみよ :う。大陸横断鉄道の建設前に，駅 馬 車 が い か ' 

にII][喪な役割を果したかは，いうまでもない。1857年 , ニューヨーク州オルパニイのジェイムズ •
— 78 (1132)—  ' .

辱
n七

-is

a :

パ *»<|

1
；\5；v

wrH«：

■r. ■ ' , ' . .

成，秘 * •し-叉?. ■=■、母好

1 中世史家とァメリカ西部

グウル ド James G o u ldは， ミズ一リと力リフ才ルニアを結ぶバタフイ一 ル ド陸 運 th6 Butterfield 
Overland M a ilのために , 100台の駅馬車を建造した。当時のクリッパー船が帆船妞造技術の粋を 

あっめていたと同様，グゥルドの駅塬1丨i は機能_ の最たるものであった。.恶路の上を長時間,かな 

りのスピードで走るので、あるから，スプリングなしの谁台では，快適な旅行は不可能である^ 駅堪 

車の構造上の秘窜は , 車台のサスペン、ンヨン装置にあった。 かかる装置をとりっけた馬 if!は 16 此 

紀に発明されたものと考えられていたが , 今日では , 1 4 丨U:紀前半の來南ドイッに> すでに存在し 

ていたことか明らかになっセいる。当時の図によると， 2 っの屯軸に，ス プ リ ン グ が 垂 政 に と り っ ，. 
け'られ，そのろフリ 'ノクには..りわたされた皮带が，少くとも 6 人 乘 り の 天 蓋 付 の 屯 行 （小枝で編ん 

$ 軽量のものらしい）.を支えている。機械ブレーキを除けば， そこにはすでに，バタフイールド型駅 

馬 車 の 的 要 素 か そ ろ っ '^いる。' この I.4 世紀の馬 ;Iflが， かな .りの’速度を出したらしいことは，

後部の台に風笛を持った男が乗っていることからも解る。これは，後の駅馬車の角笛，今日の■自動 

車の警笛の先駆といってよかろう。 • 、

. DI ■
. : • -ナ ：. '  . : : . . .  . .

大 平 原 the Great P l a i n s の開拓にっいて，最も貴重な業蹟を残したのは , か っ て テ キ サ ス 大 学 ， • 
で教鞭をとったヴォルタ一.プレスコ  'グト • ゥヱッブでもろう。私がコーネル大学で学んでいた際， 、 

ポール • ゲイッ教授は rターナ一の衣鉢をういだg 人の偉大な西部史家上として， カリフォルニア 

大学のハーバャト . ボールトン， ウイズコンシン大学のフレデリヤグ • パクズンと並べ， ウエップ 

の名を挙げられた。大平原の開拓を何能ならしめたもめとしてゥェッブが強調したのは，拳銃と鉄 

条網と風車とであった。 ところで， これら3 種の発明は，中世史家の眼から見ると，中 阯 の 遗 座 に ■ 

改良を加えたものにずぎない。 ' .
火薬がヨーロッバに出現した;のは U 6 0年頃のことであり，释筒と火矢に用いられた。 ；i327 年に 

は大砲が作られている。いうまでもなく , 初期の火器は非常に重ぐり扱いが困難であった。A每 、’ ; 
にのりながら扱えるような小型O 銃器が製造可能になったのは， 100年程もたってからのことであ丨 : 

った。 しかし, 馬にのって発砲することはともかく，再び弾九をマめることが困難であったため， ' }  

新式の小型銃すなわちピストルの効用は，長い間疑問とされていfc。 実際問題として，馬 に 乘 っ て 、丨 

いなくとも，戦關行為の最中に弾九をつめることは容易でない。 したがづて，銃器作製治が，複 数 ： 

個の弾丸をこめ , すばやく発砲できるような小型銃をっぐろうとすることは当然であり， コ ル ト の ; 
発明の先祖は , 1 5世紀初頭にさ力•、のぼる。’コルトが特許をとった発明は , 回転する薬室を有し， • . ； 

速発発射を"J*能ならしめたものであるが，かかる考案は中世後期以米めものであづて，17 111*期 に は > 
雄” の銃身と回転する薬室を持った小型銃が発明されていた。 コ ル ト が 発 明 し た ピ ス ト ル を 煅 初 に ’

—— 79 ( 1133) —  ■ 1
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使用したのは，例のテキサス騎典隊であり，彼等はフロンティアでのインディアンとの戦關の経験 

から， コルトの6 述発拳铳の改 j iaこ，適切な助言を与えたのである。 '
次に，鉄条網に使われる有刺鉄線について考えてみよう。針金は , V 冶金術の最初の段階から茌在 

し't v 、たが，それは鍛冶屋がたたいて伸ばすものであった。針金製造にあたっX の最初め21耍な雜 

明は，ダイス鉄板と呼ばれる引抜 .き用鉄板であるが， これについての最初の記述は , ‘ ベネデ.ィクト 

派修道僭テオフィルスTheophilusが， 1122年から 2 3年にかけて記したものの中にある。 第 2 の 

発明は / 水力の応用であった。1540年にイタリヤの冶金技術者が書きのこしたものの中に，水力を 

利用した針金製造機の存在が示されセいる。なお，アルブレヒト . . デューラーが14的〜 1494 年に， 

針金製造工場と題する水彩画を , すでに描いている。/ ともあれ，アメリカ西部開拓期以前に，大量 

の針金を容易に入手することが可能だったのであり，西部は，そこに刺を付け加えためであった。

風車は， 1185年より少し以前に北海沿岸地帯で発明され， その地域一帯に急速に曾及したo ご 

の地域から，後年多くの移住者がアメリカへ渡ったことはいうまでもない。ととろで:^平原におけ 

る風車は，至に，かなりの深さから水を吸い上げるためのもめで:あったから，吸い上げボンプなし 

には，機能を罘せながった。 この吸い上げポンプも中世の発明であり，古代人が知っていたのは押 

し:Hげポンプのみであった。吸い上げポンプは，1440年代のシエナの技術者のノー  トブックに，最 

初に姿を現わしている。以上， ゥェッブがフロンティア ,の発明としそ挙げた3 種は，いずれもその 

起源を中世にもつことが明らかである。

ヨーロッパ中世の庶民の生活に興味を持たず，又，アメリカ西部のロマンチックな幻影のみを追 

い求める人々は，開拓民の生活必需品の多くが，中世庶民の生活の知恵によって生み出されたもの 

であることを忘れ勝ちである。力ウボーイのあぶみは8 世紀のヨーロッパに生れたものであり，拍 

車の歯車は 1 3世紀後^ ^こは使用されていた。それらが「西部的」ではあっても「中世的」 とは考 

えられぬことは，今日における「中世像」 もしくは「西部像」のひずみに起因する。 ,

N  '

' - .  * . . . .  , 
とれまでの考察は，いわば技術商に■限られていたが / アメリ力西部におけるヨ一ロッパ中世 iの遗產 

は，それのみではない。 フp ンティアの生活には「中世的様式」がさまざまな形で入りこんでいた。

プッチ一,ニ に 「西部の娘」というオペラがある。.それほど優れた作品ではない力V■かつてイ'ダリ 

ヤ歌劇団が来日した際，わが国でも上演されたことがあるし , レコ一ドも出ている。このオペラの 

台本は，'デヴイ.ッド ♦ベラスコ ’Dayid Bel ascoのメ.ロドラ,マ， The G irl  o f  the Golden W e s t に越 . 
づいている。ベラスコは，サンフランッスコに生れ育った人であり’ この作品は , 1849年めゴール 

ド • ラッシュを舞台としたものである。 '
80 (1134)
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' 小丨!.丨:史染とァメリ力四如 I
ホ•人公ミニーは，砂金丨ぴ1てに集った鉱夫述の町で，酒場を開いている。彼女が供寸るのはぶど 

う洒であろうか。そうではない。ぶどう泗は Iハ- マ時代からのものである。そ れ で は 鉱 夫 は ビ ー ル I 
を飲んたか。答は介である。 ビ” ルの歴史は甘|•代ケルト人やゲルマン人にまでさかめぼる„ 但し , |  
小ッフの使用は後になってからのことであるか’。 「フォーテ.ィ— • ナイナー」’..と呼 ば れ た 鉱 夫 連 の ..1 
飲む泗は丨丨丨丨丨」:に也れたウィスキーであった。ァルコールの蒸溜は12〖丨J:紀のィタリヤに始った。最 初 I 
は：:丨•▲として薬川であって，寧 a w7(ieす な わ ち 「生命の水」と呼ばれたが， こ れ は 肉 を 腐 敗 か ら 防 |  
ぐ効力のあることが認められたからであろう。.人問の肉体も亦，朽ちやすいものであるが故に， こ |  
の薬品は多ぐの人々により常用されるに至った。，イタリヤでは，ぶどう酒が菽となったが，ぶ ど う |  
酒の少ない北部では，. ビ- -ルに使州されるモルトが蒸溜された。ボヘミアでは 1 4 2 0牢 に そ の 記 録 I 
かある。かかる北力風の「生命の水 j が 1 5 丨丨丨:紀末に， ス コ ッ ト ラ ン ド で 作 ら れ て い た こ と は 確 か ，|  
C.ぁ.り. ，. ラテンぬの名称はゲール語に糊訳され , u s q u e b a u g h すなわち .ウィスキ…となった。....スコ' : 丨|  
ッ チ •ァ .イリッシユが，.ペンシルヴァニァに移住した際，屮丨[I:以来のウィス中 一 を 伝えたことは明 I
ら か り ，’ それに， ライ • ウィ;スキニ，そして， アパラチア山脈の西ではバーボン. • ウ ィ ス キ ー |  
か# け加え 6 れてV、づたのである。 ミご一の酒場は，中1丨j:についでの知識なしには迦解できない。 1

さて, ミニ“ は，駅馬車強盗であるとは知らずに，見らぬ男に恋をする。彼は強盗の最中に傷 っ '■ 
き，彼女の小屋へようやぐたどりつき，保護を求める6 ミ ュ ー に 思 し を か け て い る 卑 怯 渚 の シ エ リ J  
フ （これも中供の称号である）が， 血のあとをつけて来て，強 盗 が 彼 女 め 家 に 廣 わ れ て い る こ と を 知 | |  
る。利巧なミニーば，彼女の名誉ふ恋人め生▲命を赌げて , 、ンヱリフに勝負を中し出るd 彼等はダィ 

‘ スを振るであろうか。杏，それはロ—マの風習である。 フロンティァの中世的性格を示すのは，彼 ’ ■  ̂ '{1
等がトランプで勝負することであり， トランプはI4世紀に作られだものである。とごろで， ミニ  ||
一はごまかじをやって勝負に勝つ6 彼女め靴下どめがら , そっとエース3 枚ともう：I 組 の ペ ァ を 引 I  
き出すので:ある。 ロ- - マ人は靴—ドどめを見たことがなかった。イギリスでガ"一夕一_ 章 が 創 始 さ れ , p  
たのは1348年モドワード 3 世治下のことである。 ミニ一の勝ちによって，彼 女 の 恋 人 は 一 丑 逃 れ る . |1  
ことができた。 しかし夫達は彼を捕え，罪の償いをさせるととにする。 .個

死刑はさまざまな方法によふて執行され得る。 しかし，ほとんどの社会において / そ の 方 法 は 伝 | |  
統により規制されており， 社行する伽の人々は 伝 統 的 手 段 を 遵 守 す る こ と を 心 理 的 に 強 制 さ れ そ い | ■ 
る。それにより , 集団紀よ§ 合法殺人の咎を，過去に負わせる ‘ことが可能となるからでもあろう， J  
ある社会の深層意識を探る :ためには，そこにおける死刑執行様式め泥(泉を知らねばならない。 I

ァメリ力四部における様式は，縄で吊るす絞首に阪られてい# 。死刑執行め陰惨な歴史は，そ の 丨|  
諸様式，すなわち， < し刺しの刑，十字架へのはりつけ,木の又による絞曾，又は細による方法， - ! ' |  
等の囟別^ ? いて明施でなぐ，当時の描罗も不明瞭である。聖書にある記述はすべて , く し 刺 し の | |  
刑の執行後に死体を吊るしてさらしものにするか，文は，はりつけである。用るし首〖こ よ る 絞 殺 ガ 丨 丨 ：■

パ 8 1 (ii55 ) —  '：̂'：v'.A-.：：：：l | |
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中世史家とァメリカ西部 ,
. *

は，ギリシヤ， ロ 一 々 （キリスト教になる以前）においてはおこなわれなかった。 コンスタンチヌス■ - . . . . . . . .
大帝が衆教的现由から，はりっけを禁 l hした後， ロー々における執行手段には空隙が生じ，それは 

43 8年のテオド 'ンヴス2 世法典によっても埋められなかった。 5沿年になってようやく，ユス手ュ 

アヌス法典が / 狄r t o をもって C 7 f に替えることをを制定した。，

上 記 の f u r c a とは，頭部がニ又になっている拄である。罪人の首を又になっているとごろにか 

け，彼の頭の後に木片をあててニ又の部分に打ちつけ，死に至らしむ夸のである。かかる方法は，オ 

リエントや古典古代には先例がなく，f m m の同義語たる卵 6 o ^ s がケルト語がら来ていることが 

らして，この様式が北方起源のものであることが推測される。 タキトゥスは，ゲルマン人が裏切者や

卑怯表を木からつるすことを述べている。かかる死刑執行の方法は， フランク族の風習でもあった。...• ■ • ■. . . . . .  ' . . .  ' . . . .
純による絞殺の最初の記述は， 5世紀のスペインの歴史家オロ、ノウスOrosiusによるものである。

彼によれば , 紀元前 105年に，デンマークから来たキンブリ一族が，敵のすべでの武器爭胄を破壊し，

すべての捕旃を木から純でつるし絞殺したという。バノレト海沿燁の遗跡から発掘された武器の多ぐ

が，明らかに故意にねじまげられ，破壊されていることから見ても，上記め行為が,神に捧げられた

ものであることが解る。後の時代になっても，ス力ンディナヴィア人の間では，縄による絞殺は，オ

- ディンの神への特別な奉納行為であった。かかる犠牲渚の遣骸が，、首に縄目の痕を残したまま泥

炭七の中から発掘されているが，彼等が縄で吊るされたことは， 2 枚の絵から知られる。 1枚はバ

ルト海中のゴッ卜ランドで発見された，紀元 7 0 0年頃の石に:描かれたもので，與が祭壇の横の木に

出るされている図である。 もう 1 枚は， 9 世紀の織物に描かれた図で，神型な 1 対の樹木に 6 人の

见が出るされている。かがる風習は11世紀に至っても存続し， ウプサラの神殿を訪れたキリスト教

徒が，神域の木立に，7 2 # もの人間，馬，犬が , 生贄として吊るされているのを見たとI 、う記述がある。

ところで，宗教的奉納行為と，死刑執行とは区別されねばならなV、。キリスト教世界において，

死刑執行手段として，縄による絞首刑が採用された記録は，1 1世紀前半に至るまで苻在L ない。大

英博物館に保栉されている 1 1 世紀のァングロ • サクソン (5マニュスクリプト，及び同時代の， 力

タロ ニ，で発见された聖書写本に , 初めてその描写が見出され，それ以後，縄による絞首刑の記録

は盟窝になる。かかる事•案と，上記ス力ンディナヴィア人の宗教的風習とは，いがなる関係がある

であろうか。 ； /；

I 、うまでもなく， ヴァイキ 'ノグの時代はス力、ノディナヴィァ社会の大变動期であっすこ。10恨-紀頃

には，かかる変化の結果，かってグ)宗教的供犠と罪人の処耶との間のぼ別が失われっっあったと考

えられろ。とくに故地を離れてしまった部族の間ではその傾向が強く見られた。 9 2 2^ , ヴォルガ

河畔に住みっいたある部族が , 盗人を縄で絞首に処したという記録が残っている。一方，.ヨーロッ

パにおいて，スカンディナヴィブ人の影響が高まりっつあったこと， また紀元 10 0 0部前後にディ

ン人， ノルウエ一人，アイスランド人などがキリス卜教に改宗したこと，等が,ヴアイキングの宗
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中世出家とプメリ力西部 * .」丨

教的儀式を批俗化し，処刑の手段に変化せ .しめたと思われる。中世を通じて，絞首用の木，又 は 絞 ノ  

首台には樫の木終俾用されたが，これは木の鹽さとは無関係で，ある。樫の木の_ 的、な 力 は 広 く 信 じ | 
られてぃたのであってへ縄による絞首刑が宗教的起源を持ってぃたことは，ほぼ明らかであろう。 ! 
1060年，ノルマンディニ公ウィリアムが服従せぬ僧侶をしばり首にすると叫んだ時，彼 に は 明 ら か ： 

に机先の血が流れていた。 へ • ' . ， 丨

かかる，’ あまり掄快とはぃえぬ考証から，ぃかなる結論が導かれるであろうか。その起源はとも ， j■ . . . ハ. - ■ - ,
あれ，縄で罪人を吊るす絞首刑は， ヨーロッパにおぃて111]lj紀までは，ほとんどおこなわれず，そ .1 
の後普及したということである。かぐして，ァメリカ西部における私刑の様式は，巾 世 的 伝 統 に 趣 ■. | . . . . > : ' ぃ.:.，ン、!:
づぃていたとぃえる。なお，付け加えるならば，オペラの中では， ミニーが鉱夫達を説得して，私 .
刑を中止させることに成功した。

■ ■ .  —
. • : ' .  ■ . .  ご'  匕ご卜'ノ3- ィ

. ； . ‘■ V .. . • ゾ 碼* . . . . . . . . .  •. - . ■ • . . . .. / . . .  - .. ., .vぐ、... 、
.  * ' ■ . .' - 1 ； • . . .  . ■ ■ ■ . • ' . ■ ■ . .

J . . .  - 、 . . . . ， - * . . . .  '  ( . - ，- … ： ' - ■■•■■■ - .ハ..：ス

中世史家の目に映じたァメリカ ‘西部は，：通常の西部像とはかなり異なってぃる。 しがし，わ れ わ ■]
■ ; . . . ‘ ' '  ■ ■ ' . : . ■ • • .... - - • • . •

れがァメリカ西部，さらにはァメリ力を理解するためには，で き る 限 り 広 い 視 野 に 立 つ こ と が 必 耍 ：！ 

なのであり , 中ワィト •:ジュニァの離文を，単に好事家の考証と片付けてw  ：

• ァメリカ史における「ヨーロッパの背景j は，概説書の最初の章に，半 ば 儀 礼 的 に お か れ て い る に ：| 
渴ぎ砵ぃが，実際には , ヨ一口ッパ中世に関する知識なしには理解できぬ事柄が多ぃ。 .■•!；

例えば， ァメリ力では土地が豊富であり，労働力が不足してぃたので撿奪農法がおこなわれた， ぐ
. • . パ . •  .  ■'  ■； . . . . ぃ . . . 、 ン ， . 「\  ' ；'  ■ ■■ ；-：

とぃわれるが， ドィツ系移民が地力保全的な農業をおこなってぃたことは周知のところである。土 ■ 
地に対するイギリス系移住者とド .ィッ系移住者との態度の相違は，単に民族性ではなく，故 国 で の !； 

伝統に帰さるべき点が多いであろう。また， ァンリ力におぃて鉄製の窣が発明された際，それが土’ 丨丨, ■ ； ■ -  ̂ ； ■.  ■ パ . . . ，- . . . . "

地女撺するのではなぃかと怖れて使用しなかった農民の態度には，中世的伝絲が感じられる。土地！ j； 
占取の方法や耕地形態において，故国における伝統とのつながりが指摘され得ることはぃ ‘) ま ' で も な  

なぃが, 農作業や生活の慣習v おぃて，がかるつながりは一層色濃ぐ存在する# である。 こ う し た 点 || 
にづぃての解明が， みメリ力農業史に対する理解を深めるために必要であることはぃうまでもない， . ；；

B,bn ：：

Davis, 77  ̂ Problem of Slavery in Western Culture, Ithaca, I966) は,:きわめて広い視奸に立つことによ  ぃ. . . . .  . . . . . .ドぺ
って，ァメリカ奴隸制の特色を明らがにした。黑人問題の陰}とかくされてはぃるが，，それと等しく j.

. .  ■"  • ■' 1 ■ . ：. . - ハ . . . . ，< ワ. . . ' : : . . . . . .  . . . . ノ . い

茁耍なユダヤ人問題にしても , 視点をァメリカに限ってぃては现解が闲難である。.こ ん な 風 に 考 え li
ると， もっとV、ろぃろ宇尾跹先坐めお話を伺っておけばよがった6 に,と今更汔がら思われてなら• ■ ■:； へ ：，' - ベ；パ. . ： ::，■ ■’.，. : ン.-、：::.，，. : パ''.:■'屯

. ない。 ；i . . . ' • ぃ':.-...■ V . . .. ； _ . . ..:. _ ..鬚
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